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概要
高等学校学習指導要領改訂に伴い、2024年度までの大学新入生と 2025年度からの大多数の大学新入生は、高等
学校で異なる教育課程を学んでいる。この制度改訂による変化を明らかにするため、2024年度と 2025年度の大学
新入生を対象としたアンケート調査を実施し、回答者の情報教育に対する意識が変化したかどうかを考察した。調
査の結果、情報概念の捉え方については年度ごとの大きな違いはなく、教育課程の違いによる影響は見られなかっ
た。一方で、情報科で学んだ内容は「タイピング」が多くを占めた 2024年度回答に対し、2025年度回答では「プロ
グラミング」の存在感が増した。しかし両年度ともオフィススイートの使い方に偏った回答が多くみられ、学習指
導要領改訂後もスキル習得を中心とした授業が多く行なわれていることが示唆された。また、情報科の授業に対す
る意識はいずれの年度も低く、まずは情報科で学ぶことに対するモチベーションの向上が必要であると考えられる。

1 はじめに
1.1 研究の背景
高等学校の教育課程*1は、2018（平成 30）年に改訂
された学習指導要領（新課程）[1] が、2022（令和 4）
年度入学生から学年進行で実施されている。2009（平
成 21）年改訂の高等学校学習指導要領（旧課程）[2]で
学んだ高校生の多くはすでに高校を卒業し、2024（令
和 6）年度卒業生（2025年 3月卒業）の多くは、新課
程で学んできた生徒となった*2。
新課程では、高等学校共通教科情報科が、必履修科
目「情報Ⅰ」と選択科目「情報Ⅱ」の積み上げ型に再
編され、原則としてすべての高校生が「情報Ⅰ」を履

*1 本稿では便宜上、2009（平成 21）年改訂の高等学校学習指導
要領に基づく教育課程を旧課程、2018（平成 30）年改訂の高
等学校学習指導要領に基づく教育課程を新課程と表記する。

*2 過年度生や、4 年制課程の高等学校の卒業生等は、旧課程で
学んだ世代である。そのため、2024 年度卒業生の全員が新
課程を履修しているわけではない。

修することとなった。高等学校情報科の変遷や現状に
ついては澤田 [3] に詳しい。こうした変化を受けて大
学入試センターは、2025（令和 7）年 1月実施の大学
入学共通テストから「情報」を出題教科に追加し、初
年度は旧課程対応科目を含めて 302,493人が受験した
[4]。これは共通テスト全受験者の 65.5%に相当する。
情報科は今や「受験教科」の一つとなり、参考書や問
題集も多数出版されるようになった。少なくとも制度
的な位置づけとしては、旧課程と新課程では情報科の
存在感が大きく変容している。
情報科は高等学校における情報教育の要であり、小
学校や中学校で断片的に学んできた情報教育を総括す
る存在である。情報科の変容はすなわち、高校生が学
ぶ情報教育の変容を意味する。教育課程が変化し、情
報教育が変容したのであれば、それらに基づいて学ん
できた高校生が身につけた資質・能力も、何らかの形
で変容することが期待される。一方で、制度が変わっ
ても学びの実態が変容しなければ、高校生の資質・能



力も従前と変わらないものになるであろう。高校生の
実態を把握するためには、制度面を確認するだけでな
く、学習者自身の学びの結果を調査する必要があると
考えられる。
なお、高等学校における情報科の履修年次は定まっ
ておらず、1～3 年次のいずれの学年においても履修
することがあり得る。そのため、高等学校における情
報教育が生徒にどのような資質・能力を身につけさせ
たのかを知るためには、卒業時または高校卒業後の進
路において調査しなければならない。そこで本研究で
は、高等学校を卒業した後の大学新入生を対象とした
調査を実施する。旧課程で学んだ世代である 2024 年
度大学新入生と、大多数が新課程で学んだ世代であ
る 2025年度新入生を対象にアンケート調査を実施し、
その結果を比較することを通して、教育課程の変化に
よって情報教育に対する大学新入生の意識がどのよう
に変化したのかを分析し、明らかにする。
1.2 研究の目的と意義
本研究では、2009（平成 21）年改訂高等学校学習指
導要領（旧課程）で学んできた 2024 年度大学新入生
と、大多数が 2018（平成 30）年改訂高等学校学習指
導要領（新課程）で学んできた 2025 年度大学新入生
を対象として、情報教育に対する意識がどのように変
容したか（あるいは変容していないか）を明らかにす
ることを目的とする。
本研究は、高等学校と大学の双方に対して意義を持
つ。高等学校に対しては、新旧課程の卒業者が身につ
けた資質・能力を比較することを通して、各学校にお
ける情報教育の方向性を確認・再検討するための材料
として機能することが期待される。大学に対しては、
大学新入生の変容を把握することで、大学におけるこ
れまでの一般情報教育を見直し、学生の実態に合った
教育を提供するための一助となることが期待される。

2 アンケート調査
本研究の目的を達成するため、アンケート調査を実
施した。調査の実施対象・方法等について、本節で詳
説する。なお、アンケート調査は 2024 年度大学新入
生と 2025 年度大学新入生のそれぞれを対象として実
施したが、前者の分析結果については本稿筆者により、
大学 ICT推進協議会（AXIES）2024年度年次大会に
おいて発表済である [5] （以下、この発表を先行研究
と呼ぶ）。本稿は、先行研究の結果だけでなく、新たに
2025 年度新入生を対象とした調査結果を加えて比較
分析する点で、先行研究を発展させた別個の研究とし

て位置づけている。
本章で紹介するアンケート調査の方法・内容等は、

2024・2025 年度いずれの調査でもほぼ同一であるた
め、重複する部分については先行研究 [5] の記述を引
用しながら説明する。
2.1 調査の対象者
アンケート調査は、筆者が所属する麗澤大学（以下、

「本学」と呼ぶ）の情報・データサイエンス系科目の
ひとつである「情報リテラシー A」*3の 2024年度およ
び 2025 年度の受講生を対象として実施した。本学は
外国語学部、国際学部、経済学部に加えて、2024年度
から経営学部と工学部を新設し、5学部体制となった。
この科目はすべての学部において 1年次必修科目とし
て位置づけられており、入学直後の第 1クォータで複
数クラスに分割して開講している。毎年若干名の再履
修者が含まれるものの、全学部の 1年生に悉皆調査を
実施することが容易であるため、この科目の担当教員
の協力を得て実施した。
2.2 調査の方法
アンケート調査は、Googleフォームを用いたオンラ
イン形式で実施した。回答の際は多重回答を避ける目
的でGoogleアカウントへのログインを必須としたが、
ログイン情報やメールアドレスは今回の分析では一切
用いていない。また、アンケート回答結果は授業の成
績に影響しないことを説明した上で回答を依頼した。
アンケートは第 1 回または第 2 回の授業で実施し
た。実施日は、2024年度は 4月 15～25日、2025年度
は 4 月 14～24 日である。各年度のアンケート対象者
数（授業の履修者数）*4ならびに回答数、回答率は表 1

の通りであった。

表 1: アンケート調査の回答状況

2024年度 2025年度
履修者数 850 1,053

回答数 641 755

回答率 75.4% 71.7%

2.3 調査の内容
アンケート調査では大きく分けて、次の 4つの内容
について調査した。1つ目と 2つ目は ICT活用の実態

*3 2024年度はカリキュラムの都合により「情報リテラシー」と
いう名称で開講している学部もあるが、科目名称・内容の差
異は今回の調査に影響を与えないため、本稿では「情報リテ
ラシー A」という名称で統一して表記する。

*4 各年度とも再履修者が若干名ずつ含まれるため、各年度新入
生の人数と科目履修者数は一致しない。



について調査する項目であり、3つ目と 4つ目は情報
教育に対する意識を調査する項目である。

• 利用している ICT端末（BYOD端末*5、タブレッ
ト端末、スマートフォン）

• 自宅のネットワーク環境
•「情報」に対するイメージ
• 高等学校情報科の履修科目や学習内容

先行研究では ICT 活用の実態と情報教育に対する
意識の両方を分析対象としたが、本稿は情報教育に対
する大学新入生の意識変容に主眼を置いているため、
ICT 活用の実態に関する質問項目は分析対象とせず、
情報教育に対する意識（3つ目と 4つ目の内容）の変
化を中心に分析・考察する。

3 アンケート調査の結果
本章では、2024年度・2025年度それぞれのアンケー
ト調査の回答を整理する。2024 年度調査結果につい
ては先行研究と同じデータを用いているが、2025年度
データを分析するにあたって分析方法の共通化を図る
ため、2024 年度調査結果についても再分析を実施し
た。そのため分析結果の図等が、先行研究と異なって
いる部分がある。
3.1 高等学校で履修した情報科目
設問「高校で学習した「情報」の授業について、履
修した科目名を教えてください。」に対する各年度の
回答状況を表 2に示す。この設問は、表に示す「その
他」以外の項目を選択肢として与え、それに自由記述
式の「その他」を加えた多肢選択式とした。履修科目
は複数ある可能性があるため、この設問も複数回答可
とし、回答ごとに回答数をカウントしている。そのた
め回答数の合計は各年度の回答者数を超えることがあ
る。各項目については、各年度の回答者数に対する割
合を括弧書きで示した。
なお、2024年度は新課程履修者はまだ卒業していな
いため、「情報Ⅰ」および「情報Ⅱ」の選択肢は設定し
なかった。また、履修したが科目名を覚えていないと
いう項目については、2024年度では設定していなかっ
たが、回答にそのような記述が多く見られたことから
2025年度からは選択肢として追加した。2024年度の
回答者のうち、科目名を覚えていなかった者について
は別の選択肢を無理矢理選択した可能性もあるため、

*5 本学では 2020（令和 2）年度入学生より、ノートパソコンの
必携化を実施しており、この端末を BYOD 端末と呼んでい
る。

表 2: 高等学校で履修した情報科目（複数回答）

2024年度 2025年度

情報Ⅰ -
582

(77.1%)

情報Ⅱ -
55

(7.3%)

社会と情報 399

(62.2%)

7

(0.9%)

情報の科学 120

(18.7%)

1

(0.1%)

情報 A・B・Cいずれか 58

(9.0%)

5

(0.7%)

情報産業と社会 12

(1.9%)

3

(0.4%)

科目名を覚えていない ※ 12

(1.9%)

116

(15.4%)

履修していない 59

(9.2%)

23

(3.0%)

海外出身等 18

(2.8%)

20

(2.6%)

その他 19

(3.0%)

24

(3.2%)

表中の「※」は参考値である。
表中の「その他」は、実際の回答では自由記述によ
り科目名を回答してもらっている。「その他」に該当
する科目としては、専門高校（工業科や商業科等）で
開設している専門科目や、学校設定科目と思われる科
目名が大半を占めていた。
3.2 「情報」に対するイメージ
大学新入生に対し、「「情報」とはどんなものだと思
いますか？」という問いかけに自由記述で回答して
もらったものをテキストマイニングした結果を示す。
回答結果はワードクラウドと共起ネットワークのそ
れぞれの手法で可視化を行った。なお、ワードクラウ
ドは形態素解析エンジンMeCab*6で分析した結果を、
Python のプログラムでワードクラウドとして整形し
た。共起ネットワークは、テキストマイニングツール
である KH Coder*7を用いて作成した。
ワードクラウドを作成したところ、図 1が得られた。
問いかけ対象である「情報」を除くと、「データ」「知

*6 MeCab　 https://taku910.github.io/mecab/

*7 KH Coder　 https://khcoder.net/
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図 1: 「情報」とは何か（ワードクラウド）
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図 2: 「情報」とは何か（共起ネットワーク）

識」といった類義語や「必要」「物事」といった位置づ
けに関する語句は両方に共通して頻出している一方、
「社会」「自分」といった関わりに関する単語は 2024年
度に多く、2025年度ではあまり目立たないこと等が観
察できる。
また、共起ネットワークを生成した結果を図 2 に
示す。2024 年度回答からは 5 個のサブグラフが見出
され、2025年度回答からは 10個のサブグラフが見出
された。パソコンやインターネットの使い方に関する
語句はいずれの年度にも見られ、さまざまな単語と共
起し合って大きめのクラスタを形成している（いずれ
の年度も青緑色の Subgraph 01）。人との情報伝達と
いった側面も、同様に両年度で見られた（いずれの年
度も青色の Subgraph 05）。現代社会を生きる上で必
要不可欠という視点も共通している（2024 年度は朱
色の Subgraph 04、2025年度はピンク色の Subgraph

08）。
一方、2024 年度は情報と知識・データとの関わり

（クリーム色の Subgraph 02）が見られるのに対し、

2025年度は知識との関わりが強く、データとの共起は
浮かび上がらなかった（紫色の Subgraph 03）。共起
関係が少ないサブグラフが多いのも、2025年度の特徴
といえる。
2024年度と 2025年度の結果を比較すると、細かな
部分で違いは見出せるものの、大きな変容は確認でき
ない。両年度の回答結果は、全体的な傾向としてはお
おむね似通ったものであると考えられる。
3.3 情報の授業で学んだこと
大学新入生に対し、「高校での情報の授業で、あなた
はどのようなことを学びましたか。」という問いかけ
に自由記述で回答してもらったものをテキストマイニ
ングした結果を示す。回答は前節と同様に、ワードク
ラウドと共起ネットワークによる可視化を行った。そ
れぞれの分析手法は前節と同様である。
ワードクラウドを作成したところ、図 3が得られた。
いずれの年度も「使い方」が最頻出語となっており、
知識・技能面の学習が多かったことが推察される。ま
た、Wordや Excel等のオフィススイートに関する記
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図 3: 情報科で学んだこと（ワードクラウド）
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図 4: 情報科で学んだこと（共起ネットワーク）

述も、両年度に共通している。「情報リテラシー」や
「ネットリテラシー」といった、リテラシーに関する回
答も両年度ともに一定数ずつ見られる。一方、2024年
度で頻出だった「タイピング」は、2025年度は相対的
に少なくなり、代わりに「プログラミング」が頻出と
なっている。
また、共起ネットワークを生成した結果を図 4に示
す。2024年度回答からは 13個のサブグラフが見出さ
れ、2025年度回答からは 11個のサブグラフが見出さ
れた。いずれの年度もオフィススイートの使い方に関
するクラスタが見出された（2024年度はオレンジ色の
Subgraph 12、2025年度は朱色の Subgraph 04）。ま
た、プレゼンテーションに関する記述と操作方法に関
する記述は、いくつかの単語を介しながら同じクラス
タに同居している（2024 年度は青色、2025 年度は青
緑色のいずれも Subgraph 01）。
一方、2025年度のワードクラウドで頻出だった「プ
ログラミング」は、共起ネットワークでは見られない。
これは「プログラミング」という単語が他の単語と共

起せず、ほぼ単独で頻出したことを示唆している。

4 考察
4.1 情報概念の捉え方に関する考察
「情報」に対するイメージの回答結果からは、パソコ
ンやインターネットの使い方をはじめとする ICT 活
用に関する記述も見られたものの、全体的な傾向とし
てはそれだけに限定することなく、情報を現代社会を
生きる上で必要不可欠なものと捉えて、ものごとを理
解したりコミュニケーションをとったりするためのも
のとして意識していることが明らかになった。これは
2024 年度・2025 年度いずれの回答からも共通して見
出されており、情報概念の捉え方については年度によ
る大きな差異は見られなかった。大学新入生にとって
の「情報」とは、ICTとの関わりを持ちつつも、それ
だけに留まらない広い概念として意識されていること
が読み取れる。
そもそも「情報」の定義は学術的にも曖昧であり、情
報科の教科書でも十分に扱われているとは言い難い。



筆者は旧課程の教科書と新課程の教科書をそれぞれ対
象として、教科書における「情報」の定義を調査して
いる。旧課程の教科書を対象とした調査 [6] では定義
を掲載していないものが多く、新課程の教科書を対象
とした調査 [7] では定義の記載は増えたものの、その
内容は「知らせ・様子」「判断材料」「整理・意味価値」
に分類されて教科書ごとに異なる定義であったことが
明らかになっている。こうした中で、本稿で分析した
アンケート回答結果においても、情報に対するさまざ
まなイメージが表出したことは自然な結果であると考
えられる。
情報概念の捉え方について、年度による差異が見ら
れなかったことについては、2つの仮説が考えられる。
ひとつは、情報科の学習内容にかかわらず、大学新入
生はすでに情報について一定の理解を持っていると
いうものであり、もうひとつは、高等学校の新旧課程
において、情報とは何であるかについての学習は大き
く変容していないというものである。なお、これらの
仮説は排反ではなく、両方とも真ということも考えら
れる。
いずれにせよ、これらの仮説を明らかにするために
は、大学新入生一人ひとりに対してインタビュー等の
詳細な調査を実施することが必要になるだろう。本研
究ではそのような調査を行っていないため、これらの
仮説を確認することはできない。しかし、大学新入生
における情報概念の捉え方が、学習指導要領改訂に伴
う教育課程の変化の影響をほとんど受けていないとい
うことは確認できた。
なお、いずれの年度においても、回答に AI（人工
知能）やビッグデータといった、いわゆる最近のキー
ワードはほとんど見られなかった。一つひとつの回答
を確認すれば皆無というわけではないものの、テキス
トマイニングの結果として浮上するほどの記述量では
ない。「情報」と聞いて AI等が想起されないのか、あ
るいは想起してもアンケートへの回答として不要な語
句と解釈されたのか、その真意は不明であるものの、
情報と密接にかかわる最近のキーワードが見られない
のは興味深い状況である。今後の社会においては AI

等がますます普及することが考えられるが、そうした
社会の変化によって本問の回答が変化するのかについ
ては、本稿で扱った 2年分の回答だけでは判断できな
い。今後の継続的な研究の中で検討していきたい。
4.2 情報科で学んだ内容に関する考察
情報科で学んだ内容を回答してもらった結果から
は、年度ごとの差異が認められた。2024年度回答は単

語として「タイピング」が頻出しており、多くの学校
でタイピング練習が重要視されていたことが伺える。
ところが 2025年度回答では、「タイピング」は相対的
に数を減らし、「プログラミング」が頻出語として登場
した。2024年度回答にも「プログラミング」は見出せ
るが、全体に占める割合は 2025 年度回答において急
激に増大している。
この変化は、学習指導要領改訂による影響を受けて
いると考えられる。旧課程における共通教科情報科は
「社会と情報」「情報の科学」の 2科目から選択必履修
であり、開設状況は「社会と情報」が約 8割、「情報の
科学」が約 2割であった [8]。文部科学省の調査では、
アルゴリズムやプログラミング等は「社会と情報」で
は指導されている割合が相対的に低く、「情報の科学」
では指導されている割合が相対的に高いことが明らか
になっている [9]。すなわち、旧課程の学習者は、その
多くがプログラミングを学んでいない。一方で新課程
では、必履修教科が「情報Ⅰ」に総合され、学習内容と
してプログラミングが明確に含まれることになった。
大学入学共通テストで「情報」が出題される際もプロ
グラミングが含まれることは自明であり、教科書でプ
ログラミングがどのように扱われているかを共通テス
ト試作問題と比較しながら検討するような研究 [10]も
なされた。こうした流れを受けて、新課程の学習者が
プログラミングを強く意識していたことが本調査から
明らかになった。
内容に関してはすべてが変化したわけではなく、両
年度で共通する部分も見出せる。その中で特徴的なの
が、Wordや Excel等のオフィススイートに関する記
述、ならびにそれらと共起した「使い方」というキー
ワードの頻出である。端的に言えば、アンケート回答
者の多くは情報科の学びにおいて、オフィススイート
の使い方を学んだと認識している。しかしながらこれ
は、情報科で学ぶべき情報教育の本質とは言い難い。
情報教育は情報活用能力を育成するための教育であ
り、コンピュータ教育ではない。情報活用能力は「情
報活用の実践力」「情報の科学的な理解」「情報社会に
参画する態度」の三観点 [11]で構成されるが、オフィ
ススイートの使い方はこれらの能力を支える手段であ
り、その熟達そのものが目標になるわけではない。こ
うした危惧は旧課程よりさらに前の教育課程の頃、す
なわち情報科新設時から言われ続けているが [12]、そ
れから二度の改訂を経てもなお、情報教育の本質が学
習者まで届いていないという実態が明らかになった。
確かに、Wordや Excelといったソフトウェアの熟



達は、高等学校卒業後の大学や就職先等で必須スキ
ルともいえる。だが、だからといってそれを情報科が
担っていては情報科の本来の学びを行う時間が失われ
てしまう。この問題は本稿の主眼ではないので深入り
しないが、別途検討しなければならない課題といえる。
4.3 情報科の学習に対する意識に関する考察
前項の考察で明らかになったとおり、情報科の学習
者は情報科の教育内容として本質とかけ離れたイメー
ジを持っている。この点に関連して、学習者はそもそ
も情報科の学び自体に十分な興味を持っていないので
はないかと考えられる。
アンケート調査において、高等学校で履修した情報
科目を質問した。その結果、履修したが科目名を覚え
ていないという選択肢を設置した 2025年度調査では、
15.4% にあたる 116 名がこの選択肢を選んだ。2024

年度調査ではこの選択肢を用意していなかったが、自
由記述で科目名を覚えていないと回答する回答者が一
定数おり、科目名を覚えていない回答者が 2025 年度
同様に存在するという実態が浮き彫りになった。科目
名は教科書の表紙にも書かれており、履修年度におい
てはほぼ毎週眺めていたはずである。アンケートでは
「情報Ⅰ」をはじめとする代表的な科目名は選択肢と
して列挙しているため、少々うろ覚えであっても選択
肢を眺めれば自分が学んだ科目名を思い出せるだろう
と考えていた。しかし回答結果からは、そうした対応
をもってしても思い出さなかった回答者が 1割以上い
たのである。
もちろん、高等学校で情報科を履修してから一定期
間が経過しており、回答者はすでに高校生ではなく大
学生になっていることから、失念した回答者がいるこ
と自体は不思議ではない。しかし、そうした回答が 1

割を超えるという事態は、他教科では考えにくいので
はないだろうか。特に 2025 年度新入生は、大学入学
共通テストで「情報」が追加され、科目として「情報
Ⅰ」と旧課程対応科目「旧情報」が出題された*8こと
から、自分自身の履修科目名を意識する機会は多かっ
たと思われる。
この状況から推察できることとして、大学新入生は
高校時代、情報科の科目名を覚えない程度の意識で情
報科の学習に向き合っていたのではないかと思われ
る。なお、共通テストで出題されることでこうした意
識は改善されるかと思われたが、本研究でアンケート

*8 新課程履修者は「情報Ⅰ」しか選択できないが、旧課程履修
者は「情報Ⅰ」または「旧情報」から 1科目選択できる [13]。

調査を実施した麗澤大学の 2025 年度新入生は、共通
テストで「情報」（「情報Ⅰ」または「旧情報」）を受験
した者が 13.7%しかおらず、情報入試の影響は軽微で
あったことが考えられる [14]。今後、大学入学共通テ
ストでの「情報」受験者の割合が増加すれば、この状
況は変化する可能性があるが、それを確認するために
は継続的な調査による経年変化の分析が必要となるた
め、今後の課題としたい。

5 おわりに
本稿では、高等学校学習指導要領改訂による情報教
育の変化を明らかにするため、2024年度と 2025年度
の大学新入生を対象としたアンケート調査を実施し、
回答者の情報教育に対する意識が変化したかどうかを
考察した。調査の結果、情報概念の捉え方については
年度ごとの大きな違いはなく、教育課程の違いによる
影響は見られなかった。一方で、情報科で学んだ内容
は「タイピング」が多くを占めた 2024 年度回答に対
し、2025年度回答では「プログラミング」の存在感が
増した。しかし両年度ともオフィススイートの使い方
に偏った回答が多くみられ、学習指導要領改訂後もス
キル習得を中心とした授業が多く行なわれていること
が示唆された。また、回答者の 1割以上が履修した科
目名を覚えていなかったことから、情報科の授業に対
する意識はいずれの年度も低く、今後の改善の必要性
が示唆された。
2018（平成 30）年の高等学校学習指導要領改訂とそ
れに伴う大学入学共通テストでの「情報」出題は、高
等学校における情報教育を大きく変革するものとして
期待された。しかし本研究における調査結果からは、
学習者の実態が大きく変容したということは見取るこ
とができず、むしろ教育課程が変化しても、旧態依然
としたスキル中心の指導が行われ、学習者の情報科の
学びに対する意識も低いことが示唆された。
今後の高等学校における情報教育を推進するために
は、まずは情報科で学ぶことに対するモチベーション
の向上が必要であると考えられる。情報教育の核とな
る情報科の学びに意欲を持って取り組むことができれ
ば、情報に関する意識の変容が期待できる。また、そ
うした変容を促すためには、授業における学習内容が
単なるスキル学習ではなく、情報教育の本質すなわち
情報活用能力の育成を意識したものでなければなら
ない。
本稿はあくまでもアンケート調査結果の分析である
ため、これらの結果を元にどのような実践が求められ



るかについては、稿を改めて検討することとしたい。
社会の情報化がますます進展し、AIやビッグデータが
存在感を増大し続けている現代そして未来を生きる人
材育成のため、新課程における高等学校情報科がどの
ような姿であるべきか、引き続き検討していく。
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